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市勢功労者表彰は、

公共の福祉と市勢の進展に尽くし、

教育文化、産業振興、民生などの分野で

功績が顕著な市民を表彰します。

今年は、市勢の発展に尽力した

7人が表彰を受けます。

　昭和 62年から市公衆衛生組合連合会会長、平成
12年から県公衆衛生組合連合会会長、今年４月か

ら日本環境保健活動団体連合会会長を務め、全国
における公衆衛生意識の向上に尽力しています。
さらに、18年から市防犯協会連絡協議会会長とし

て安全安心なまちづくりを推進しています。
　「誰かがやらなければと思い、活動してきまし

た」と長年にわたり、公衆衛生や防犯の分野で指
導的な立場を務めた千葉さん。「地道な活動が安
全で住みやすい地域を作る」という信念を持ち、
精力的に活動に取り組んでいます。「役職を務め

られたのは、役職員と妻のおかげ」と感謝してい

ました。

　平成 16年から今年まで一関職業訓練協会会長
と一関高等職業訓練校校長を務め、企業の労働者
や求職者の職業能力の向上と雇用対策の推進に貢
献しました。15年に新たな職業訓練の拠点として

移転新築した市職業訓練センターでは、情報化や

高齢化など社会の変化に対応した各種訓練にも積
極的に取り組み、同センターの円滑な運営にも努
めました。
　小岩さんは「職業訓練は、職人を一人前にする

ためにとても大切なことです」と訓練の必要性を

説き、生徒には「知識と経験が大切です。誰にでも

好かれる人間性豊かな人になってほしい」と願っ

ていました。
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　平成 19年から今年まで市社会福祉協議会会長
として、地域福祉の向上と地域福祉活動の充実に

貢献しました。
　特にも、18年に新一関市の発足を受けて社会福祉
協議会７団体が合併し、新たに発足した市社会福祉
協議会では、新市の地域福祉推進体制の基盤強化な

どに努めました。さらに藤沢町社会福祉協議会との

合併に精力的に取り組み、24年の合併実現に中心的
な役割を果たしました。
　大澤さんは「市民のみなさんと役職員の協力に、
本当に感謝しています」と話し、「これからは、高齢
者の充実した生き方をサポートするような活動を目
指していってほしい」と願っていました。
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　平成 16年に市シルバー人材センター副理事長に

就任。17年から今年まで理事長を務め、高齢者の

就業機会の確保や生きがいの充実などに貢献しま

した。
　17年９月の新一関市発足後、シルバー人材セン

ターの組織基盤をさらに強化するため、それまで

あった一関、大東、千厩、東山の各シルバー人材セ

ンターの統合に尽力。似内さんは、その中心的な役
割を果たし、18年に統合が実現しました。
　「センターの活動では、就業する会員の安全に特
に気を配りました」と振り返り、「支えてくれた役職
員のおかげです。本当に感謝しています」と話して

いました。
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　昭和45年から現在まで44年余にわたり、市立小中
学校の学校医を務め、児童生徒の生活習慣病予防など

に力を注ぎました。健康の保持・増進と保健衛生意識
の向上に努めるなど学校保健の充実に尽力しました。
　東京大学医学部附属病院神経内科を経て、43年
から西城病院院長として地域医療の充実に努めた

ほか、休日当番医制運営事業の当番医として地域
救急医療の確保にも寄与しています。さらに、介護
老人保健施設さいきなどの設置と運営にもあたり、
高齢者介護の充実にも貢献しています。
　西城さんは、「地域の人たちの人情に助けられ、先
輩や後輩に励まされ、医師を続けてきた。受賞は、
皆さんのおかげです」と感謝しています。
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 　東山町田河津地区周辺で産出される紫
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師として、60年余の長きにわた

り地域に根差した産業の振興に尽力。地域内でた

だ一人の製硯師として、現在も日夜作品づくりに

向き合います。
　昭和57年に特産品の製造技術の振興と販売促進
を目的に「東山町特産品意匠会」が誕生し、設立当時
から県内外での伝統工芸の作品展や物産展への出展
などに取り組みました。平成18年から20年まで会長
を務め、地域の特産品の普及拡大に貢献しました。
　「旧田河津小の校歌に『紫雲の石の輝き』の一文
がある。地域に伝わる宝を絶やすわけにはいきませ

ん」と話し、伝統工芸の保存に情熱を注いでいます。
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　企業経営の傍ら、平成 17年から一関市少年少女
発明クラブ会長を、16年から睦美会会長を務め、児
童の健全育成、地域の伝統工芸の伝承とものづくり

産業の振興に貢献しています。
　昭和 31年から市内で数少ない研究開発型企業の

経営者として、独自の技術開発によるものづくりに

取り組み、その技術力は国の「元気なモノづくり中
小企業300社」に選ばれるなど高い評価を受けてい

ます。また、若者の雇用の確保にも尽力しています。
　佐原さんは、「創造性豊かな少年少女の夢を育て

ようと活動してきました」と発明クラブの活動を振
り返り、「大勢の皆さんと出逢い、応援があって今日
があります」と感謝しています。

児童の健全育成と産業の振興に尽力
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